
第１１回「建築構造用鋼材と利用技術セミナー」開催案内 
 

開催目的  一般社団法人日本鉄鋼連盟では健全なる鉄骨造建築の普及活動として、1995 年度から毎年「建築構

造用鋼材とその利用技術」講習会を開催してまいりましたが、2014 年度より「建築構造用鋼材と利用技

術セミナー」と名称を変え、再スタートいたしました。 
第 11 回となる今回のセミナーでは、全国 7 都市にて、建築構造用鋼材の利用技術、新工法等に関す

る 5 つのテーマについて、実務的･実践的に解説いたします。 
ぜひ多くの皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

主 催 一般社団法人 日本鉄鋼連盟 

後 援 国土交通省､国立研究開発法人建築研究所､一般財団法人日本建築ｾﾝﾀｰ､一般社団法人日本建築学会､ 
(予 定 )  公益社団法人日本建築士会連合会､一般社団法人日本建築士事務所協会連合会､ 
   公益社団法人日本建築家協会､一般社団法人日本建築構造技術者協会､一般社団法人全国建設業協会､ 
   一般社団法人日本建設業連合会､一般社団法人鉄骨建設業協会､一般社団法人全国鐵構工業協会､ 
   一般社団法人日本鋼構造協会､一般社団法人日本溶接協会、一般社団法人日本鉄鋼協会 

 [札幌会場] 北海道､一般社団法人北海道建築士会､一般社団法人北海道建築士事務所協会､ 
一般社団法人北海道建設業協会､一般社団法人北海道機械工業会鉄骨部会 

 [仙台会場] 宮城県､東北鉄構工業連合会､一般社団法人宮城県建築士会､ 
一般社団法人宮城県建築士事務所協会､一般社団法人宮城県建設業協会､ 
宮城県鐵構工業協同組合 

 [東京会場]  東京都､一般社団法人東京建築士会､一般社団法人東京都建築士事務所協会､ 
一般社団法人東京建設業協会､東京鉄構工業協同組合 

 [名古屋会場] 愛知県､公益社団法人愛知建築士会､公益社団法人愛知県建築士事務所協会､ 
一般社団法人愛知県建設業協会､愛知県鉄構工業協同組合 

 [大阪会場] 大阪府､公益社団法人大阪府建築士会､一般社団法人大阪府建築士事務所協会､ 
一般社団法人大阪建設業協会､大阪府鉄構建設業協同組合 

 [広島会場] 広島県､公益社団法人広島県建築士会､一般社団法人広島県建築士事務所協会､ 
一般社団法人広島県建設工業協会､協同組合広島県鉄構工業会 

 [福岡会場]  福岡県､公益社団法人福岡県建築士会､一般社団法人福岡県建築士事務所協会､ 
一般社団法人福岡県建設業協会､工業組合福岡県鉄構工業会 

日程・会場 東  京 会場：10月 02日(木) 富士ソフトアキバプラザ 
 広 島 会場：10月 10日(金) エールエールＡ館 
 名古屋 会場：10月 17日(金) ＡＰ名古屋 
 福 岡 会場：10月 24日(金) アクロス福岡 
 大 阪 会場：10月 31日(金) 梅田センタービル 
 札 幌 会場：11月 07日(金) ＡＣＵ ＳＡＰＰＯＲＯ 
 仙 台 会場：11月 12日(水) トラストシティ・カンファレンス・仙台 

時間・演題・講師（都合により時間・演題・講師が変更になる場合があります） 

13:30～13:40 「開会挨拶」 

(一社)日本鉄鋼連盟 建築委員会  

13:40～14:20 「基調講演」 

(一社)日本鉄鋼連盟 建築鋼構造研究ネットワーク幹事会 

14:20～14:30 休憩 

14:30～15:00 「日本の鉄鋼業におけるカーボンニュートラルの実現に向けた取り組み」 

(一社)日本鉄鋼連盟 建設環境研究会 

15:00～15:30 「建築鉄骨溶接部の機械的性質の標準試験マニュアル改正の紹介」 

(一社)日本鉄鋼連盟 建築委員会 

15:30～15:40 休憩 
15:40～16:10 「建築構造用 TMCP 鋼材溶接施工指針 第 2 版 小改訂」 

(一社)日本鉄鋼連盟 鉄連-鉄建協技術交流会 

16:10～16:40 「建研・国総研による鉄骨造建築物に関する最近の研究」 

国土交通省 国土技術政策総合研究所 

国立研究開発法人 建築研究所 

※詳細は別添プログラム案をご確認ください。 



 
受講対象 官公庁、建築設計事務所、建設業、鉄骨加工業、大学・高専教員・学生、学術関連機関等 

受 講 料 無料 

申込方法 インターネットによるお申し込み 
 下記日本鉄鋼連盟ホームページへアクセスし、「開催地・開催日・会場・申込」をクリック、以降は画

面の案内に従ってお申し込み下さい。 
ホーム ＞ 各種ご案内 ＞ 催し物のご案内 ＞ 第 11 回「建築構造用鋼材と利用技術セミナー」 

https://www.jisf.or.jp/info/event/kenchiku/2025.html 

 お申し込みいただいた各受講者のメールアドレス宛、電子メールにて、申込完了メールを送信しま

すので、ご確認下さい。 
 当日会場にてお名前をご教示下さい。 

申込締切  受講希望会場の開催日の 2 日前。 

注意事項 (1) 会場での受付の際は必ずお名前をご教示ください。 
(2) 会場収容人数の都合上、定員に達し次第、お申し込みを締切らせていただきます。 
(3) 本セミナーは、（一社）日本建築構造技術者協会の JSCA 建築構造士登録更新のための評価点対

象となる予定です。 
(4) 本セミナーは、建築士会ＣＰＤ制度の認定プログラムとなる予定です（3 単位）。 
(5) 本セミナーにお申し込み頂いた方の個人情報は、受講者の受付管理と、別途、当連盟からの各種ご

案内・アンケート実施以外の目的には使用いたしません。 
(6) 日本鉄鋼連盟では、株式会社トライに、本セミナーの運営業務を委託しております。個人情報の取扱

については本セミナーの運営以外の目的には使用しない旨、同社と覚書を交わしております。 
(7) 会場により駐車スペースの制限もあるため、ご来場には公共の交通機関のご利用をお奨めしており

ます。 

 
セミナーお問合せ先： 一般社団法人日本鉄鋼連盟 業務部 市場開発グループ 担当：杉戸(中澤) 
      E-Mail：sijo-kaihatsu@jisf.or.jp 



 
講演要旨 

基調講演 

（40分） 

日本鉄鋼連盟では、鉄骨造の健全なる発展と普及に資することを目的に、建築

鋼構造を研究する大学・研究機関等の研究者で構成する建築鋼構造研究ネットワ

ーク（幹事長：山田 哲 東京大学 教授）を組織し、研究活動等を行っており

ます。開催地区毎に、同ネットワーク活動に参画されている方々による基調講演

を行います。 

日本の鉄鋼業におけるカーボ

ンニュートラルの実現に向け

た取り組み 

（30分） 

 日本鉄鋼連盟は、我が国の2050年カーボンニュートラルという大きな方針の下、

その実現に向け着実に取り組みを進めています。また、その取り組みの過程にお

いても低炭素鋼材を市場へ供給すべくマスバランス方式を適用したグリーンスチ

ールに関するガイドラインを整備し、会員各社は既にグリーンスチールの供給を

開始しています。本講演ではこれらの取り組みの内容と現在の状況を紹介すると

ともに、鉄のリサイクル効果を反映した鉄鋼製品のLCI手法の考え方も解説しま

す。 

建築鉄骨溶接部の機械的性質

の標準試験マニュアル 

改正の紹介 

（30分） 

「建築鉄骨溶接部の機械的性質の標準試験マニュアル」は、溶接部の強度と靱

性の試験方法とその判断基準を定めたもので、2016年に刊行されて以降、建築鉄

骨溶接部の品質管理に活用されております。この度、（一社）日本鋼構造協会に設

置された「溶接部の必要性能研究小委員会（2016.4～2023.3）」で行われた高強度

鋼の溶接部における靱性と構造性能に関する研究の成果をふまえて、2025年3月に

本マニュアルの改正版が刊行されました。本講演では、マニュアル改正のポイン

トについて説明します。 

建築構造用TMCP鋼材  

溶接施工指針  

第2版 小改訂 

（30分） 

建築構造用TMCP鋼材の利便性を向上させることを目的に、TMCP325, TMCP355を

対象とした「建築構造用TMCP鋼材 溶接施工指針 第１版」が2018年に発行されま

した。次いで、第1版に建築構造用高性能550N/mm2鋼材（TMCP385）を加える形で、

2021年に第2版が発行されました。今回、鉄骨建設業協会・日本溶接協会との共同

研究を通じて得られたTMCP385の補修溶接に関する知見を盛り込み、第2版の小改

訂を行っています。本公演では、補修溶接を中心に指針改訂の要点について紹介

します。 

建研・国総研による鉄骨造建

築物に関する最近の研究 

（30分） 

本講演では、建築研究所および国土技術政策総合研究所で昨年度までに実施し

た鉄骨造建築物に関する以下の4つの調査、研究等の概要を紹介します。 

（1）地震観測に基づく鉄骨造体育館の地震後耐震安全性評価に関する研究 

（2）水平ハンチ、鉛直ハンチを有する鉄骨梁の耐震性能に関する実験的研究 

（3）層間変位と慣性力を受けるエレベーター要素の力学性状に関する基礎研究 

（4）鉄骨造の構造関係規定の合理化等に関する検討 

 
 
 



各地区基調講演 

札幌会場(11/7) 
北海道大学 
岡崎教授 

（40 分） 

テーマ名(題名)：接着接合の可能性 

建築鋼構造の接合部は、一般的に高力ボルト摩擦接合や溶接による板要素のせん断接
合、引張接合、引張・せん断接合で構成される。こうした接合部に接着接合を用いた場
合、部材の二次曲げや板要素の変形、あるいは継手板の変形が原因で接着層に剥離応力
も生じる。建築鋼構造での使用を想定して、せん断・引張り・剥離に対する接着接合の
基本性状を総合的に把握する目的で一連の実験を実施してきた。接着接合による実際的
な接合部の載荷実験も実施しているので、これまでに蓄積した知見を紹介する。 

仙台会場(11/12) 
東北大学 
木村教授 

（40 分） 

テーマ名(題名)：令和 6年能登半島地震の被害状況に基づく鋼管杭基礎の 
保有性能評価と今後の設計法について 

これまで，基礎構造の損傷では人命は損なわれないと考えられてきたものの、令和 6年
に発生した能登半島地震では、杭基礎の損傷により建築物が倒壊し、犠牲者がでた。こ
の建築物の基礎は RC 杭であったが、基礎の二次設計導入により、杭の損傷を許容した
建築物が設計される事例が増えていくものと思われる。そこで，能登地震の被害状況に
基づき、鋼管杭基礎の保有性能と今後の設計法を提示する。 

東京会場(10/2) 
東京科学大学 
吉敷教授 

（40 分） 

テーマ名(題名)：梁端接合部の低サイクル疲労性能に及ぼす部材寸法の影響 

超高層建築物に用いられる梁フランジの板厚 40mm 以上の断面寸法を対象とした実験
はほとんど行われていない。これに対して、日本鋼構造協会には日本鉄鋼連盟の研究助
成により「部材寸法と材料靭性が限界部材性能に与える影響解明に向けた研究小委員会」
が組織され、梁の断面寸法とスパンを 3 段階にプロポーショナルに変化させたト字形柱
梁部分架構を試験体として用意し、一定変位振幅載荷実験を行った。本講演では、これ
らの載荷実験より得られた梁端接合部の力学特性、破断状況、および低サイクル疲労性
能に及ぼす部材寸法の影響について紹介する。 

名古屋会場(10/17) 
名古屋工業大学 
佐藤教授 

（40 分） 

テーマ名(題名)：軽鋼構造建物の設計 

2024 年 3 月に日本建築学会が刊行する「軽鋼構造設計施工指針・同解説」が改訂さ
れました。構造用鋼材の板厚は 0.8mm〜6mm となり、薄板を用いた様々な構造物の設計
規範として活用されることが期待されています。 

本講演では、改訂された指針の内容について概説していきます。また、乾式接合とし
てドリルねじも含まれることとなったことから、接合要素についても説明を加えていま
す。 

大阪会場(10/31) 
神戸大学 
田中教授 

（40 分） 

テーマ名(題名)：冷間成形角形鋼管柱の溶接施工と塑性変形能力 

冷間成形角形鋼管の柱端溶接接合部の各種因子が接合部の破断によって決定す
る柱の塑性変形能力に与える影響を検討した研究例を紹介する。各種因子とは、溶
接部強度、溶接止端形状、角形鋼管コーナー部の破壊靭性、溶接施工法（ロボット
溶接、半自動溶接）、角形鋼管の鋼種および溶接欠陥である。実験より得られた破
壊性状を紹介し、有限要素数値解析より得られた歪性状との関係を解説する。併せ
て、実大規模の構造実験が困難な寸法の角形鋼管に対して、小型試験体を用いた検
証方法を紹介する。 

広島会場(10/10) 
広島大学  
田川教授 

（40 分） 

テーマ名(題名)：鋼製 U 形ダンパーを活用した回転型制振装置の紹介 

大地震などの外乱による建築構造物の応答を低減することを目的として多種多様な
制振ダンパーが開発されています。変位依存型ダンパーの１つである鋼材ダンパーに
は、座屈拘束ブレースやシアパネルダンパー、スリットダンパーなど様々な形状があり
ます。Ｕ形ダンパーもその一つであり、様々な形態で適用されています。本講演では、
回転型制振装置にＵ形ダンパーを適用した例を紹介し、回転に追従できる特性の利用と
新たな評価法について解説します。 

福岡会場(10/24) 
福岡大学  
堺教授 

（40 分） 

テーマ名(題名)：鉄骨鉄筋コンクリート部材の復元力特性 

日本建築学会の「鉄骨鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説」（SRC 規準）の改訂版が
2014年に刊行されている。この改定版では、鉄骨鉄筋コンクリート（SRC）部材の構造性
能評価法として、曲げ系の部材の安定限界軸力と骨格曲線の評価法が解説に述べられて
いるが、10 年経った現時点で、さらに合理的な評価法について検討してきたので、その
成果について報告します。  

 



第11回「建築構造用鋼材と利用技術セミナー」 プログラム

開催地区 東京 広島 名古屋 福岡 大阪 札幌 仙台

開 催 日 2025年10月2日(木) 2025年10月10日(金) 2025年10月17日(金) 2025年10月24日(金) 2025年10月31日(金) 2025年11月7日(金) 2025年11月12日(水)

富士ソフトアキバプラザ エールエールＡ館 ＡＰ名古屋 アクロス福岡 梅田センタービル ＡＣＵ ＳＡＰＰＯＲＯ ﾄﾗｽﾄｼﾃｨ ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ・仙台

アキバホール ＲＯＯＭ２ Ｂ＋Ｃ 大会議室 Ｈ会議室 中研修室１６１３ ＲＯＯＭ２＋３

会　　場 千代田区神田練塀町3 広島市南区松原9-1 名古屋市中村区 福岡市中央区 大阪市北区 札幌市中央区北4条 仙台市青葉区
名駅4-10-25 天神1-1-1 中崎西2-4-12 西5丁目アスティ45 一番町1-9-1

TEL：050-3000-2741 TEL：(082)222-2277 TEL：(052)561-1109 TEL：(092)725-9113 TEL：(06)6373-9981 TEL：(011)272-3838 TEL：(022)224-3801

定　　員 １８０名 ６０名 ７０名 ６０名 ８０名 ５０名 ６０名

13:30～13:40 開　会　挨　拶
建築委員会 委員長

村上 行夫
建築委員会 副委員長

澤泉 紳一
建築委員会 幹事

北岡 聡
建築委員会 幹事

髙田 武之
建築委員会 副委員長

澤泉 紳一
建築委員会 幹事

木下 智裕
建築委員会 委員長

村上 行夫

東京科学大学 広島大学 大学院 名古屋工業大学 大学院 福岡大学 神戸大学 大学院 北海道大学 大学院 東北大学 大学院

総合研究院 先進理工系科学研究科 工学系研究科 工学部 建築学科 工学系研究科 建築学専攻 工学院 建築都市部門 工学研究科 都市・建築学専攻

教授 教授 教授 教授 教授 先端空間性能　教授 教授

吉 敷　祥 一 田 川　　浩 佐 藤　篤 司 堺　 純 一 田 中　　剛 岡 崎　太 一 郎 木 村　祥 裕

14:20～14:30 休　憩

建設環境研究会　副委員長 建設環境研究会　幹事 建設環境研究会　委員長 建設環境研究会　幹事 建設環境研究会　幹事 建設環境研究会　委員長 建設環境研究会　幹事

（日本製鉄㈱ （JFEスチール㈱ （㈱神戸製鋼所 （JFEスチール㈱ （JFEスチール㈱ （㈱神戸製鋼所 （JFEスチール㈱

時 　環境政策企画部 　建材センター 建材技術部 　鉄鋼アルミ事業部門 　建材センター 建材技術部 　建材センター 建材技術部 　鉄鋼アルミ事業部門 　建材センター 建材技術部

間 　上席主幹） 　建築技術室 主査） 　技術企画部 企画グループ長） 　土木技術室 主任部員） 　土木技術室 主任部員） 　技術企画部 企画グループ長） 　建築技術室 主査）

割 平 川　智 久 木 下　智 裕 新 田　和 明 佐 藤　遼 一 佐 藤　遼 一 新 田　和 明 木 下　智 裕

・ 建築委員会 建築委員会　副委員長 建築委員会　幹事 建築委員会　幹事 建築委員会　副委員長 建築委員会　幹事 建築委員会　委員長

プ （ＪＦＥスチール㈱ （日本製鉄㈱ （日本製鉄㈱ （㈱神戸製鋼所 （日本製鉄㈱ （JFEスチール㈱ （JFEスチール㈱

ロ 　スチール研究所 　建材開発技術部 　建材開発技術部 　事業開発部 　建材開発技術部 　建材センター 建材技術部 　建材センター 建材技術部

グ 　インフラ研究部 主任研究員） 　部長） 　建築建材技術室長） 　建材企画グループ 担当部長） 　部長） 　建築技術室 主査） 　建築技術室 主査）

ラ 梅 田　敏 弘 澤 泉　紳 一 北 岡　　聡 髙 田　武 之 澤 泉　紳 一 木 下　智 裕 村 上　行 夫

ム 15:30～15:40 休　憩

鉄連-鉄建協技術交流会 鉄連-鉄建協技術交流会 鉄連-鉄建協技術交流会 鉄連-鉄建協技術交流会 鉄連-鉄建協技術交流会 鉄連-鉄建協技術交流会 鉄連-鉄建協技術交流会

（JFEスチール㈱ （㈱神戸製鋼所 （日本製鉄㈱ （JFEスチール㈱ （JFEスチール㈱ （㈱神戸製鋼所 （日本製鉄㈱

　建材センター 建材技術部 　鉄鋼アルミ事業部門 　建材開発技術部 建築建材技術室 　建材センター 建材技術部 　建材センター 建材技術部 　鉄鋼アルミ事業部門 　建材開発技術部 建築建材技術室

　建築技術室 主任部員） 　厚板商品技術部 課長） 　建築建材第一課 上席主幹） 　建築技術室 主任部員） 　建築技術室長） 　厚板商品技術部 課長） 　建築建材第一課 上席主幹）

大 庭　諒 介 伊 藤　冬 樹 小 林　努 大 庭　諒 介 沖　晃 司 伊 藤　冬 樹 小 林　努

国立研究開発法人
建築研究所

国立研究開発法人
建築研究所

国立研究開発法人
建築研究所

国土交通省
国土技術政策総合研究所

国立研究開発法人
建築研究所

国立研究開発法人
建築研究所

国立研究開発法人
建築研究所

構造研究グループ 構造研究グループ 構造研究グループ 建築研究部　構造基準研究室 建築生産研究グループ 建築生産研究グループ 構造研究グループ

研究員 研究員 主任研究員 主任研究官 主任研究員 主任研究員 主任研究員

長 谷 川　隆 長 谷 川　隆 安 永　隼 平 三 木　徳 人 沖　佑典 沖　佑典 安 永　隼 平

＊：講師・講演内容は変更になる場合があります。

13:40～14:20 基　調　講　演

14:30～15:00
日本の鉄鋼業における
カーボンニュートラルの
実現に向けた取り組み

15:40～16:10
建築構造用TMCP鋼材溶接
施工指針 第２版 小改訂

16:10～16:40
建研・国総研による鉄骨
造建築物に関する最近の
研究

15:00～15:30
建築鉄骨溶接部の機械的
性質の標準試験マニュア
ル改正の紹介


